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作として，こ ζ では，まず，木下悦二氏の『国際経済の理論~ 1979年，有斐閣，
第 1章「再生産論と国際収支Jl7lを取り上げることとしたい。氏は， ]. L. Fo 
sterの古典，An Essay on the Principle 01 Commercial Exchanges， and 






『資本論』第Z巻第3篇における外国貿易捨象の命題(下) (205) 25 





















































































19) 吉村正晴「貿易の均商JW九州大学産業労働研究所報』第28.29号 1962年.143-144ペ ジn
28 (208) 第139巷第2・3号










Zl=C1十V，+M，-E" Z，=C，+ V，+M2-E， 
D， =(C， +C，) + (iJC，十iJC2)ー1，





C，十V，十M，-E， =(C， +C，) + (iJC， +iJC，) -1， 
M，=K，+S，であるから，
(V， +K， +S，) -E， =C，+(iJC， +iJC，)ー 1，
貿易差額 EーI=Bとすれば，
(ド1+K，) -C2=(dC， +dC2) -s， +B，......( 1) 
同様に， Z，ニD，より，
(V， +K，) -C，=S，-(iJV， +iJV，) -B，......( 2) 
( 1)式と(2)式より，


























氏の記号を使えば， それぞれの部門について Z=Dの成立とともに， Z十E=D十1の成立をも
主張しておられる。また，輸出入についても 「基本的輸出(入)Jと「輸出〔入〉増分」とを区








































































Z， ~C， +V， +M， -E" Z2~C， +V2+M2-E， 
他方国産生産手段需要 D" お」び国産消費手段需要 D2についてみれば，
外国から輸入きれた部分をそれぞれ総需要から枠除しておかなければならない
から，
D1=(C1 +C2)ー 1"D，~ (V，←トM，)+(V2+M2)ー 1，
ここで， Z，ニD，および Z，=D2が成立していると想定すると， 上の二式か
ら，












21) 建株， 卜掲書， 56-58ペー ジ。たお，諸記号の定義は，便宵上京永氏のそれにしたがったn
『資本論』第2巻第3篇における外国貿易捨象の命題〈下) (213) 33 
総輸入の均衡 E，+E2=I，十五は成立している。しかし，V，+M，=C，の成立




とは， 許されないのである。 なぜなら， (V，+M，)-C2=鉄の輸出，C2-(V， 



















22) 向上， 58ペー ジ。なお，ほぼ同様。指摘が北古賀民によってもなされている。北古賀勝宣告「再



























23) ZUT陪 itikder politischen OkonomiaくManusk門戸 1861-1863).MEGA， I1-3. S. 2255-2256 
ただc，訳文は，高倉春夫「外国貿易自拾象と再生産論」長崎大詰『経営と経済』第63巷第4号，
1984年3月， 35ベー ジ，に拠った。


























出されていないが， ドイツ語では Wertverhaltnisse と Verhaltn諸国とはすべて同俗司関係
にあり j 同一町内容を意味していることがわかる。したがって，この点からも「生産手段と捕費
干段というこっ由部類が互いに取り替えられる価値D割合 WertverhaltnisseJ のみを V1+M1
=C2 と解することは誤りであると考えられる。なお，こり論点に関しては， 闘酉大学由吉信粛
教授から貴重な御主主示を賜った。記して感謝したい。

























































































『資本論』第2巷第3篇における外国貿易捨象の命題〔下〉 (219) 39 
分けLておこなわなければならない。いいかえれば，貿易収支と経常収支，資
本収支とのからみ合いを視野におさめなければならない。
(19回・ 4・26)
